
紅葉の紅はモミジの防御物質であり土壌微生物へのプレゼントでもある

◆カエデの葉が赤く染まっているとき、その赤色の主成分は〝アントシアニン〟と総称されるもののうちの、
〝シアニジン-3-グルコシド 〟（クリサンテミン）である。

◆〝クリサンテミン〟は、〝アントシアニジン〟と総称される物質にブドウ糖が結合した、いわゆる〝配糖
体〟である。配糖体になる理由は、シアニジンが水に難溶であるため、水溶性の高いブドウ糖が付加され
ている。そして、液胞の内部に格納され、細胞質側には出ていかない仕組みになっているている。

◆クリサンテミンの役割は、紫外線や短波長可視光線を吸収して、葉を光ストレスから守ったり、活性酸素
（フリーラジカル）を除去したりすることである。ヒトにとっても、フリーラジカル除去作用が期待できる。

◆秋になると、葉緑素（クロロフィル）や多くの細胞内小器官が分解され、幹へと回収される。しかしクリサン
テミンをはじめとしたアントシアニンは、液胞内に在ることや、分解回収に多くのエネルギーが要るため分解
せず、そのまま落葉によって地面に落とし、土壌微生物の餌（エサ）になるようプレゼントされる。
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シアニジン-3-グルコシド 
(Cyanidin-3-glucoside, C3G)
別名：クリサンテミン (Chrysanthemin) 

ポルフィリンの基本骨格
「ポルフィン環」

カロテノイドの基本骨格
「ポリエン鎖」

フラボノイドの基本骨格
「フラバン（フラバン骨格）」

フラボン類の
基本骨格

アントシアニジンの
基本骨格


